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今今回回がが、、最最後後のの学学年年通通信信  でですす。。３３年年生生にに向向けけてて  

のの「「メメッッセセーージジ」」ととししてて  読読んんでで  

いいたただだけけれればば  幸幸いいでですす。。 

 

中学校三年間の生活、そして 

義義務務教教育育九九年年間間のの課課程程  が、いよ 

いよ 終わりを迎えます。 

鳳中学校での三年間で、皆さ 

んは、どんなことを 学んできましたか？  

学業に力を注いだ人、部活動に情熱 

を傾けた人、友達との関係を楽しんだ 

人…、わずか 三年という 時間の中で 

抱えきれないぐらい 多くのことを 

学んできたことでしょう。 

中学校生活の三年間というのは、人人生生のの中中でで  最最もも大大ききなな  

タターーニニンンググポポイインントト  と言えるかもしれません。授業での学び、 

部活動、友達や先生からの言葉、人生を左右する 進路選択など、 

様々な経験を通して「心心」が飛躍的に 変化を遂げたはずです。 

これが 皆さんの今後の人生を築く「土土台台」となり、新しい世界で 

出会う人たちと 新たな経験を重ねながら 更なる「学学びび」を 繰り返していくのです。 

このように 人は生涯に渡って 学習や経験を重ねながら「個個」が変化し続け

ていきます。つまり、人間としての完成形は ありません。ゆえに、「主主体体的的にに

学学びび続続けけるる姿姿勢勢  」をいつまでも 大切にする必要があります。 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

いよいよ      。みなさんはどのような思いで 卒業式を迎えますか。また、お家の人は

どのような思いで 卒業式に 出席されると思いますか。みなさんは 鳳中学校で

三年間 生活をしてきました。楽しかった思い出、辛かった思い出、感動した思

い出、頑張った思い出 など、さまざまな出来事に 思いを巡らすことだと 思い

ます。しかし、それ以上に 十五年間 お家の人に大切に育ててもらったことや、

家族があり 今の自分があることを 決して 忘れてはいけません。 

赤ちゃんのとき、何度も 夜中に起きて ミルクを飲ませてもらったことや おむつを替えてもら

ったこと、病気のとき 看病してもらったこと、真剣に 叱ってもらったこと、悩んでいるときに

一番の味方に なってもらったこと、みなさんは、愛され 育てられて 今の自分がある のです。 

卒業式を迎えるみなさんに できることは「感謝の気持ちを伝えること」そして「立派に成長し

た姿を見てもらうこと」です。卒業証書を授与されるとき、担任の先生から一人ひとりの名前が

読み上げられます。この時、みなさんは「ははいい」と返事をしますが、この短い 二文字の言葉に、

「大きな意味」を込めてください。「ははいい」という返事で起立し、着席するまでの数分間、お家

の人は、みなさんの これまでの 十五年間に 思いを 巡らせることでしょう。十五年前 みなさん 

が 生まれたときに 願いを込めてつけられた 名前を、全員の前で 呼ばれることは、お家の人に 

とって 嬉しく 誇らしいことです。お家の人の気持ちに 応えるように「自分

は ここまで 成長しました。ありがとうございます。」という気持ちをもって、

しっかりと 返事をしましょう。そして、会場内を歩くとき、胸を張って 堂々

とした 姿を見せましょう。それが、みなさんからお家の人への「贈贈るる言言葉葉」

です。みなさんの 晴れ姿を 心から楽しみにしています。 卒業おめでとう！  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

●●  卒卒業業  ままでで    ＣＣｏｏｕｕｎｎｔｔ  ＤＤｏｏｗｗｎｎ    ４４！！  ●●  
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■■  誇誇りり高高くく自自信信をを持持っってて  翔翔びび立立つつとときき  ■■ 
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にに  びび  しし  りり  なな  

会会

うう  

一一  

人人はは出出会会っったた瞬瞬間間かからら  別別れれへへののカカウウンントトダダウウンン

がが始始ままりりまますす。。進進級級、、卒卒業業、、引引っっ越越しし、、ケケンンカカ別別れれ、、

死死別別ななどど様様々々なな理理由由ややタタイイミミンンググががあありりまますすがが、、ここ

ののよよううにに多多くくのの別別れれとと出出会会いいをを生生涯涯繰繰りり返返ししまますす。。  

ここれれかからら新新たたなな世世界界にに旅旅立立つつ皆皆ささんんににはは  そそここでで

のの新新たたなな出出会会いいががあありりまますすがが、、裏裏をを返返せせばば  いいつつかか

はは   そそのの人人とと離離れれるる日日ががややっっててくくるるとといいううここととでで

すす。。別別れれゆゆくく  そそのの瞬瞬間間にに後後悔悔すするるここととががなないいよようう

にに、、出出会会っったた人人ににはは  常常にに全全力力でで向向きき合合ううべべききでですす。。

ここれれここそそがが「「一一期期一一会会」」でですす。。  

今今  皆皆ささんんのの目目のの前前ににいいるる友友達達はは、、ももししかかすするるとと

ももうう一一生生  会会ううここととががなないいかかももししれれまませせんん。。卒卒業業でで

のの  別別れれをを前前にに  ややりり残残ししたたここととははあありりまませせんんかか？？友友

達達にに全全力力でで向向きき合合っっててききままししたたかか？？「「あありりががととうう」」

「「ごごめめんんねね  」」のの言言葉葉をを  言言いい忘忘れれてていいまませせんんかか？？ 

 

さ
わ
や
か
な
春
風
が
躍
動
す
る
こ
の
校
舎
で
、
私

た
ち
の
「
中
学
校
生
活
」
と
い
う
物
語
が
始
ま
っ
た

あ
の
日
。
あ
れ
か
ら
三
年
の
月
日
が
経
ち
、
あ
の
時

と
同
じ
さ
わ
や
か
な
春
風
が
私
た
ち
の
心
を
吹
き
抜

け
る
中
、
私
た
ち
は
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
日
々
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
す
べ
て
の
瞬
間

が
鮮
や
か
な
色
彩
を
も
っ
て
蘇
っ
て
き
ま
す
。 

 
 

一
年
生
。
ぶ
か
ぶ
か
の
制
服
は
、
私
た
ち
の
代
か

ら
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
誇

ら
し
く
も
照
れ
く
さ
く
も
あ
り
ま
し
た
。
制
服
同
様

に
、
全
て
が
初
め
て
で
新
鮮
な
毎
日
。
行
事
な
ど
で

先
輩
方
が
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
姿
に
、
憧
れ
を
抱
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
自
分
た
ち
が
目
指

す
べ
き
目
標
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

二
年
生
。
後
輩
た
ち
の
「
先
輩
」
と
呼
ぶ
声
に
、

中
学
生
と
し
て
の
「
自
覚
」
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

先
輩
方
か
ら
引
き
継
い
だ
伝
統
の
重
み
。
そ
の
全
て

が
私
た
ち
を
高
い
目
標
へ
と
導
く
推
進
力
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。 

 
 

そ
し
て
、
三
年
生
。「
中
学
校
生
活
最
後
」
と
い
う

言
葉
が
、
私
た
ち
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
も
の
。
そ

れ
は
、
最
高
学
年
と
し
て
の
責
任
感
。
二
度
と
は
訪

れ
な
い
こ
の
瞬
間
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
情
熱
。

あ
っ
と
い
う
間
に
流
れ
て
い
く
時
間
の
中
、
私
た
ち

は
自
分
た
ち
の
成
長
を
確
か
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 答 

とと

うう  はは

うう  

続
き
は
卒
業
式
で 

辞 
卒卒  業業  式式  

者者  護護  保保  の皆様へ  入学から はや三年が経とうとしています。鳳中学校の教育にご理 

解と ご支援を賜り、誠にありがとうございました。本校教職員が お子様を支援していくに 

あたり、将来 幸せな人生をおくってもらうための土台として、「良いことは良い・悪いこと 

は悪い」と伝えてきた つもりです。また、「独り立ちできるように・他と協力して生きてい 

けるように」教えてきた つもりです。保護者の皆様の思いに対して 至らぬ点も 多々あった 

か と思いますが、温かく見守っていただき 感謝の念に堪えません。いよいよ卒業式を迎え 

ます。お子様の 立派に 成長した晴れ姿を しっかりと目に焼き付けていただければ と思い 

ます。めいっぱい 祝福してあげてください。三年間、本当にありがとうございました。 

 

いいつつかか、、どどここかかでで  出出会会っったたととききにに、、  皆皆ささんんがが  どどののよよううにに    

変変化化ししてていいるるかか、、楽楽ししみみににししてていいまますす。。  

 


